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中医協 診－1  

2 1． 5． 2 0  

平成20年度rDPC導入の影響評価に関する調査結果および評価」  

最終報告概要  

平成21年5月14日  

診療報酬調査専門組織DPC評価分科会  

分科会長 西 岡  兼  

業1 調査の目的  

DPC導入の影響評価を行うために、診断群分類の妥当性の検証及び診療   

内容の変化等を評価するための基礎資料を収集することを目的とする。  

第2 調査方法  

平成20年7月から12月までの退院患者について、「診療録情報（診療   

矧こ基づく情輸」及む「レセプト情報（診療報酬ほ雷求明細書に基づく情紺」  

等を収集する。  

第5 主な結果   

1 平均在院月数   

（1）平均在院日勤の年次推移（表1参考資料1p．22～P．42）  

全ての病院類型において、平均在院日数は減少傾向にあった。  

【表1】在院日数の平均の年次推移  

病院類型  平成1丁年  平成】8年  平成19年  平成20年   

平成15年虔  

DPC対象病院  柑．3】  17．38  16．78  16，15   

平成16年度  

DPC対象病院  15．15  14．75  14．60  川．32   

平成18年虔  

DPC対象病院  ・15．48  14．52  14．50  14．19   

平成20年度  

DPC対象病院    15．35  14．98  14．18   

平成18．柑年度  

DPC準備病院  15．42  15．03   

平成20年度  

DPC準備病院  15，58   

第3 調査対象病院  

○ 平成15年度DPC対象病院  

○ 平成16年度DPC対象病院  

○ 平成18年度DPC対象病院  

○ 平成20年度DPC対象病院  

○ 平成18．19年度DPC準備病院  

○ 平成20年度DPC準備病院   

（2）平均在院日数の減少の要因（参考資料1p．43～P．62）  

平均在院日数の減少の要因を「診斬群分類毎の在院日数の変化による影   
書Jと「患者構成の変化による影響」とに釦ナて分析すると、主に診断群   

分類毎の在院日数の減少によるものと考えられた。  

82病院   

62病院  

216病院  

358病院   

704病院  

137病院  

帯4 分析対象データについて  

厚生労働省が受領した7月から12月の退院患者に係るデータ（約460   

万件）のうち、包括払いの対象とならない病棟への移動があった者等を除外  

したデータ（約423万件）を分析の対象とした。また、平成16年度－1  

9年度の調査データについても同時期のデータを用いて比較対象とした。  

（2）緊急入院の革・患者数の年次推移（表3 参考資料1p．64）  

緊急入院の宰は、平成16年度DPC対象病院は減少傾向であるが、そ   

れ以外の病院類型では増加から横ばい傾向であった。   

1施設1ケ月あたりの緊急入院の患者数は、平成16年度DPC対象病   

院は減少傾向であるが、それ以外の病院類型では増加傾向であった。  

【表3】緊急入院の率・患者数  

2 入院蛙路  

（1）救急車による搬送の率■患者数の年次推移（表2 参考資料1p．63）  

救急車による搬送の率は、平成15年度DPC対象病院においては、や   

や減少傾向であるが、その他の病院猿型において概ね横ばいであった。  

【表2】救急車による搬送の串・患者数  

病院類型   平成16年  平成‖年  平鹿18年  平成19年  平成20年   

平成15年鹿DPC  
対象病院（割合）  8．3％  7．5l  了．弧  †，3l  6．澗  
（1梅設当たりま音数）             78．8  74．3  78．4  79．3  75．1   

平成16年度DPC  
対象病院（割合）  12．7％  12，2l  12★3l  12．丁％  12．1l  

（1施設当たり患者数）             70．5  6丁．0  69．4  71．0  68．7   

平成18年度DPC  

対象病l完（納会）  13．澗  13．7l  14．Ol  13．6l  

（1施設当たりま音数）  了8．4  85．4  88．5  87，6   

平成20年度DPC  

対象病院（喜一合）  13．端  13．Ol  12．6l  

（1施設当たり主音数）  59．1  58．3  58．4   

平成18．19年鹿DPC  

準備病床（割合〉  13．川  12．7l  

（1施設当たりま舌数）  41．1  41．3   

平成20年度DPC  

準備病院（割合）  13．5l  

（1施設当たりま手数）  32．1  

病院類型   平成】6年  平成17年  平成柑年  平成柑年  平成m年   

平成15年丘DPC  
対女病院（書l合）  

（1施設当たりま音数）   

平成16年度DPC  
対象病院（書l合）  

（1施設当たりま青虫）   

平成18年虔DPC  

対象病院（割合）  45，8％  46．3％  46．咄  46．購  

（1施設当だりま音数）               2（S8．9  －289．1  293．1  298．4   

平成20年度DPC  

対1病院（割合）  48．鍋  ヰ8★3l  48．5l  

（1施設当たり患者数）  217．0  216．7  224．8   

平成18．19年度DPC  

準備病院ほl合）  49．2l  49．鍋  

（1施設当たり患者数）  154．3  159．7   

平成20年度DPC  

準傷病院（糾合）  51．乃  

（1施設当たり最香致）  123．3  



（3）他院より紹介有りの辛・患者数の年次推移（表4 参考資料1p．65）   

他院より紹介有りの辛及び1施設当たりの患者凱ま、平成15年度DP   

C対象病院を除いた病院類型では増加傾向であった。   

【表4】他院より紹介有りの奉・患者数  

3退院先の状況（表5、6 参考資料1p．66）  

（1）自院の外来の割合の年次推移  

自院の外来の割合は、平成16年虔DPC対象病院、平成18年度DP   

C対象病院は減少傾向であり、それ以外の病院類型では横ばい傾向であっ  

た。  

【表5】退院先の状況「自院の外来J  

病院類型   平成t6年  平成】7年  平成18年  平成柑年  平成20年   

平成15年良DPC  
対象病院（割合）  

（1施設当たり患者数）   

平成16年度□PC  

対象病院（割合）  

（1施設当たり患者数）   

平成18年廣DPC  

対象病院（割合）  37．4％  34．7％  35．2％  37．2％  

（1施設当たりま音数）               2】g．9  217．0  222．1  239．3   

平成20年度DPC  

対象病院（割合）  35．5％  37．2％  37，8％  

（1施設当たり患者数）  158．4  167．1  】74．7   

平成18．柑年度DPC  

準備病院（割合）  37．0％  39．3％  

（1施設当たり患者数）  115．9  127．2   

準備病院（割合）  平成20年度DPC  （1施設当たり患者数）          35．7％ 85．0  

病院類型   平成16年  平成17年  平成18年  平成19年  平成20年   

平成15年度DPC  
対象病院（割合）  82．59％  83．55％  84．20％  84．68％  84．29％   

平成16年度OPC  
対象病院（割合）  了4．59％  74．10％  72．19％  71．71％  69、50％   

平成18年度DPC  

対象病院（割合）  74．97％  75．47％  75．1柑  了3．34％   

平成20年度DPC  

対象病院（割合）  74．32％  74．90％  75．47％   

平成柑．19年度DPC  

準備病院（割合）  了5．0鍋  74．58l   

平成20年度DPC  

準備病院（割合）  72，5†％   

（2）転院の割合の年次推移   

転院の割合については、平成15年度DPC対象病院は減少傾向である   

が、平成16年度DPC対象病院、平成18年度DPC対象病院は増加悼   

向であり、それ以外の病院類型では横ばい傾向であった。  

【表6】退院先の状況「手云院」  

4 退院時転帰の状況（表7 参考資料1p．67）  

（1）治癒・軽快の割合  

治癒及び軽快を合計した割合は全ての病院類型においてほぼ横ばい傾   

向であった。なお、治癒の割合は平成16年度DPC対象病院、平成18   

年度DPC対象病院においては増加傾向にあった。   

【表7】退院時転帰の状況「治癒・軽快」  病院類型   平成用年  平成‖年  平成柑年  平成柑  平成   
平成15年度DPC  
対象病院（割合）  4．73％  4．3g％  4．25％  4．38％  4．19％   

平成16年度DPC  
対象病院（割合）  4．了4％  4．9用  5．31乳  5．27％  5．78％   

平成18年度DPC  

対象病院（割合）  5．31％  5．39％  5．41％  5，69％   

平成20年度DPC  

対象病院（割合）  4．92％  4．99％  4．95％   

平成18．19年度DPC  

準備病院（割合）  4．g9％  5，05％   

平成20年度DPC  

準備病院（割合）  5．94％  

病院類型  平成柑年  平成17年  平成18年  平成19年  平成20年   

平成15年度DPC  

対象病院（割合）   

治癒＋軽快  7g．801  79．0用  79．2（汽  7g．22l  78．63l   

平成16年度DPC  

対象廟院（割合）   

治癒＋軽快  81．73l  81．61l  82．15I  82．5鍋  8】．9鍋   

平成18年庄DPC  

対象病院（割合）   

治癒＋軽快    80．57l  81．60l  82．0咄  81．7gl   

平成20年度DPC  8．76l  丁．0職  7．21l  

対象病院（割合）   71．491i  7二Ⅰ．28l  7：Ⅰ．94l  

治癒＋軽快  80．24l  80．33l  81．1弧   

平成18．柑年度DPC  7．47l  ー．31l  

準備病院（割合）   72．5硝  72．60l  

治癒＋軽快  80．Otl  7g．9】l   

平成20年度DPC  8．93l  

準備病院（割合）   軽快  70．9Zl  

治癒＋軽快  乃．85I  



6患者構成（表10 参考資料1 p．89）  
MDC別の患者の構成割合は、全ての病院類型でMDCO6r消化器疾患、   

肝鼠▲胆道・膵臓疾患」が最も高い割合を占めており、近年の患者構成の割   
合には大きな変化は見られなかった．  

【表10】患者構成  

5 再入院率（表8、9 参考資料1 p．68～P．88）  

（1）再入院の割合の年次推移  

再入院の割合は、全ての病院類型で増加傾向であった。  

【表8】再入院率」再入院の割合J  
平成15年度   平成18醸虎   平成18年度   平鹿20年度   平成用，19年度   平成20年度  

DPC対1痛快◆   DPC対t病院   DPC対1浜院   DPC対■病院   DPC弾傷病院   DPC準傭ホ陳   

MDC  平成tIキ  ′ 丁 l：  平成柑年  一成2咋  平慮1，年  平成11年  平虞2岬  平慮2岬  筆かI年  平成ま○年  平成柑年  平成神ヰ   

01  l↓‘ヽ  も．m消  8．3（】l  8．ヰ31  8．81l  l＋¢ヽ  8．ユOt  6．38t  8．75～  0．65l    7．40ヽ   

02  8．161  ＆68ヽ  ●．07ヽ  3．98ヽ  ユ．I4l  3．9仇  ヰ．33l  ●．41兄  1051  18肌    3．80t   

03  5．ほ～  5．021  l．（略■  ●．0仇  ▲．23ヽ  4．8¢l  ●．13t  ▲．1ヰヽ  1訓け  3．86！i    166～   

04  8．031  丁．90ヽ  11．84ヽ  ll．32ヽ  11．931  ＝．丁21  12．5（汽  12．3gl  1乙4外  1乙261    12．221   

05  8．11t  9．05l  10．32t  ll）．31l  11．171  ‖．ユ8l  9．841  H）．011  0．丁9l  9．緋    1¢14l   

06  t8．9肪  柑．49l  2乙26ヽ  23．叫■  2乙了1ヽ  2ヱ．97t  23．ql～  23．0汎  2ユ．9tl  2■．22～    2■．5丁％   

07  8．05■  8．29t  5．371  5．ユ5～  5．】5■  5．21■  S．20～  5．31l  5．2gヽ  5．30ヽ    5．791   

08  l．33l  1．29I  l．15l  t．＝ほ  t．11l  1．071  †．27t  t．21l  1．20ヽ  1．17t    11tヽ   

由  1．81l  1．83l  t．35l  t．39t  †．ユ0ヽ  l．281  1．23l  t．211  t．301  l．28％    0．耶川   

10  ’3．93l  3．8m  乙訓M  19〇■  乙95t  乙9ヰ■  〇．t8ヽ  3．01l  ユ．251  1りヽ    3．01ヽ   

7．39■  7．ユ5l  8．ヰ5ヽ  8．47ヽ  丁．85■  ？．97t  ■りl  8．14■  丁．82～  7・92ヽ    8．S仇   

12  1g7■  8．07ゝ  7．3之■  丁，5†ヽ  7．83■  0．別は  8．23■  ■∵11ヽ  6．0■t  8，0仇    5．871   

13  3．02■  3．∝仇  2，87ヽ  乙58l  乙30■  2．3机  l．！けl  2．22l  t．TTl  1，78t    1．57■   

14  3．丁【h  8．一口ヽ  乙H持  1t9l  1．98ヽ  t．92～  1鋸ヽ  1．，8l  l・92畢  l．9tl    1．98～   

15  0．引用  0．名1l  1．鳥2ゝ  l．52～  l．？班  I．58l  1！tヽ  t．†5ゝ  乙卸  2．02I    111ヽ   

16  】㌧J◆ヽ  3．28t  ■11ヽ  ．8．101  6．20t  6．21ヽ  8．S8ヽ  8．87t  †．1◆ヽ  7．】8l    7．5ヰ兄   

17  ・ n昭  alTt  nOTl  0．19l  0．08★  n221  0．08t  0，28l  吼03l  0．ココヽ    0．uヽ   

18  1．丁2t  1．731  l．68■  1．55l  t．5†l  1．5丁ゝ  1．4肌  1＋01ヽ  1．38l  ト◆！ヽ    1．21ヽ   

病院類型   平成17年  平成用年  平成19年  平成ヱ0年   

平成15年度DPC  

対象病院（割合）   13．03％  13．60嵐  13．89％  14．50l   

平成16年度DPC  

対象病院（暮l合）   12．38％  12．88％  13．13％  13．55l   

平成18年度DPC  

対生病扶（割合）   11，98％  12．50l  12．68％  13．14％   

平成20年度DPC  

対t病院（割合）  12．02l  12．56％  13．37l   

平成18．19年度DPC  

準♯病院（割合）  12．32％  12，95l   

平成ZO年度DPC  

弾傷病院（割合）  12．14l   

（2）同一疾患での6週間以内の再入院の割合の年次推移  

同一疾患での6週間以内の再入院の割合は、全ての病院炉型で増加傾向   

であった。  

【表9】再入院宰「同一疾患での6週間以内の再入院」  

病院類型   平成1丁年  平成18年  平成19年  平成20毒   

平成15年度DPC  

対象病院（割合）   6．83l  了．24l  了．43も  丁．93％   

平成16年度DPC  

対象病院（割合）   5．92％  6．30％  6．5硝  6．92†i   

平成18年産DPC  

対女病撰（割合）   ．68％  5．881  6．12l  6．43％   

平成20年度DPC  

対象病院（割合）  5．57l  6．1用  6．48％   

平成18，19年度DPC  

準麻病院（割合）  6．06乳  6．60％   

平成20年度DPC  

準鏑病院（嘗l合）  5．76％   

u〉CO】  神経系疾患   は）ClO  内分泌・崇養・代謝に関する疾患   

肛02  眼科系疾應   lDC】l  腎・尿路系疾患及び男性生殖器系疾患  

M）CO3  耳■咽喉科系疾患   l恥C12  女性生紐帯系疾患及び産禰期疾患・異欄妊娠分娩   

眠Ol  呼吸器系疾象   l瓜C13  血液・造血器・免疫許務の疾患   

縦）CO5  循環静系疾患   H∝川  新生児疾患．先天性奇形   

lDCO6  消化器系疾患．肝臓・胆遭・膵臓疾患  l桝；15  小児疾患   

忙）CO7  筋書櫓系疾点   HDC16  外傷・熱傷・中暮   

■DCO8  反す・皮下組杜の疾患   ■【忙17  ご ● ■■：   

lDくOg  事L房の疾塵   lDCI8  その他  

第6 まとめ  

全ての病院類型において、平成19年度までと同様に、平均在院日数は減少   

偵向であったが、その要因は、患者構成の変化によるものではなく、診断群分   

類毎の平均在院日数の減少によるものであった。  

一方、緊急入院及び他院からの紹介の患者数lま、横ばいから増加傾向であっ   

た。  

これらのことから∴重症度の高い患者を避けるような患者選別の傾向は見ら   
れておらず、診療内容に悪影響は汲められないものと考えられる。  

ただし、救急車による搬送の革・患脊凱こついては、一部の類型の病院では、   

平成20年度はやや減少しており、今後も注視していくことが必要である。  

また、退院時転帰の状況においては、治癒及び軽快を合計した割合が横ばい   

であり、急性期としてある程度病態が安定した時点までの入院医慮を反映して   

いるものと考えられる。  

以上のことから、DPCにより、賞の確保はされつつ医療の効率化が進んで   

いるものと考えられる。  

また、これまで増加傾向であった再入院率については、平成20年産も引き   

続き増加傾向がみられた。平成20年鹿改定において、同一疾患での3日以内   

の再入院（病棟周の転機に伴う再転挟も含む）については、1入院として扱う   

ように算定ルールを見直したところであり、この影響について、今後も注視し   

ていくことが必要である。  
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2 1． 5． 2 0  ることを目的とした。（全医療機関で今年度調査対象となった再入院症  

例は約315，000症例）   

○ 再転棟調査は7月から10月の退院患者の様式1を用いて、一般病棟  
からその他の病棟へ転棟し、再び一般病棟へ転棟した患者を抽出し、再  
転棟患者の存在する病院へ調査票を配布し、再転棟の理由を調査した。  

（全対象医療機関で調査対象となった再転棟数は約2，300件）   

（2）調査対象病院   

○ 再入院調査対象病院はDPC対象病院718病院とDPC準備病院841  

病院の計1，559病院。   

○ 再転棟調査対象病院は再転棟患者の存在するDPC対象病院247病院  
とDPC準備病院343病院の計590病院。   

平成20年度特別調査 再入院（再転棟）に係る調査について   

1．調査の目的  

○ 医療効率化の一つの指標として在院日数が用いられるが、在院日数の短  
縮が図られているなかで、提供されている医療サービスが低下していない  

かどうかを再入院（再転棟）の頻度やその理由を指標として検証する。   

2．調査方法   

（1）調査方法  

○ データ抽出条件  
7月から12月までの退院患者に係る調査実施期間中に収集されたデ  

ータのうち7月から10月の退院患者データから下記条件でデータを抽  

出した。  
再入院調査データ  

①4月1日以降入院、退院日が7月1日から10月31日までの患者を  
対象とした。  

②データ識別IDの重複があり、前回入院から6週間以内に再入院が  
あった患者を再入院ありと判定した。  

③一般病棟入院ありの患者を集計対象とした。  
④前回入院の「医療資源を最も投入した傷病名」と今回入院の「入院  

の契機となった傷病名」から決定される診断群分類の上6桁が一致  

した場合は同一疾患、不一致の場合は異なる疾患として、両者の再  
入院率を集計した。  

再転棟調査データ  

①4月1日以降入院、退院日又は転横目が7月1日から10月31日ま  
での患者を対象とした。  

②1入院内で一般病棟からその他の病棟へ転棟し、さらに一般病棟へ  

再転棟した患者を対象とした。  

③前回一般病棟入院の「医療資源を最も投入した傷病名」と今回一般  
病棟入院の「入院の契機となった傷病名」から決定される診断群分  
校の上6桁が一致した場合は同一疾患、不一致の場合は異なる疾患  

として、両者の再転棟率を集計した。  

○ 再入院（再転棟）ありと判定された患者について「再入院（再転棟）  

調査票」により再入院（再転棟）の状況を調査した。  

○ 再入院調査は平成20年度分について調査を実施し、昨年実施した6  

年間のデータと共に、平成14年度から20年度の6年間の変化を把握す  

1  
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（3）調査票   

○ 症例毎に基本情報を記載した調査票（別紙1・再入院調査のみ）とデー  

タ入力用のエクセルシート（別紙2）を送付して、調査の負荷軽減を図る  
とともに提出データ形式の統一を図った。   

3．調査の実施状況  

平成20年12月 22日 調査票の発送  
平成21年 1月 31日 データ提出期限  
平成21年 2月～3月  エラーチェック・データ集計等   

（参考）下図のとおり、再入院率の変化は、主として6週間以内の再入院にお   
いて起こっていることかち、本調査においては、6週間以内の再入院に限   
って理由を調査。  

4．調査結果要約   

再入院に係る調李   

（1）平成20年度調査対象医療機関数及び分析データ数年次推移（図表1）  

平成 

から回答が得られた。その中で施設類型別の集計対象とした医療機  
関は、調査対象となっている全ての年度で7月～10月退院患者の4  

ケ月間のデータが揃っている医療機関のみとし、1，533病院を今年度  
の施設類型別分析対象とした。  

分析対象退院症例数2，86も827症例のうち再入院調査の対象症例  
数は314，954症例（再入院率11．0％）であった。そのうち回答症例  
数は314，883症例（回答率99．98％）であった。   

（2）施設類型別集計  

①年度別・再入院率（図表2－①）  

Df〉Cによる支払いを受けているかどうかに関わらず、経年比較が  
行える施設類型において再入院率は年々増加傾向にある。施設類型  
全体では再入院率が11．0％と前年度の10．6％と比較して約0．4％増  
となった。  

②前回入院と今回入院の病名同異別・退院症例に対する再入院事由比  
率・割合（図表2一②）  

前年度と比較すると、全ての施設類型において前回入院と同一病名  
の計画的再入院の比率が増加し、これが全体の再入院率の増加原因  
となっている。  

③計画的再入院における理由の内訳（退院症例に対する再入院症例数  

比率）（図表2－（診）  

前年度と比較し、全ての施設類型において「計画的手術・処置のた  

め」の理由に増加傾向が見られた。「化学療法・放射線療法のため」  
は平成20年度DPC対象病院以外の全ての施設類型で増加が見られ  
た。  

④予期された再入院における理由の内訳（退院症例に対する再入院症  

例数比率）（図表2－④）  

平成16年度DPC対象病院では「予期された疾病の悪化、再発の  
ため」の理由が減少したことにより全体の比率が減少した。その他  

の全ての施設類型では、「予期された疾病の悪化、再発のため」と「予  

期された合併症発症のため」の理由が増加したことにより、前年度  
から全体の比率が増加した。  

再入院の状況   

‾  
。  。  
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⑳計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」   

の期間別・退院症例に対する再入院比率・割合（図表2－⑩）   

3日以内の再入院比率は、平成15～18年度DPC対象病院におい  
て大きく減少していた。また、4日～7日以内の再入院比率はやや増  

加傾向であった。   

全体的な傾向としては0日～14日以内の再入院割合は減少してお   

り、15日以上の再入院に増加傾向が見られた。   

⑪計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計   
画的手術・処置のため」の期間別・退院症例に対する再入院比率・   

割合（図表2－⑪）   

3日以内の再入院比率は、平成15～18年度DPC対象病院におい  
て、減少又は横ばいだった。また、その他の期間の再入院比率は、  
増加又は横ばいであった。   

⑳計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計   
画的手術・処置のため」に該当した症例のMDC別・退院症例に対   

する再入院比率・割合（図表2－⑫）   

全ての施設類型において、「MDCO6（消化器系疾患、肝臓・胆道・   

膵臓疾患）」の再入院比率が増加していた。割合で見ると、どの施設   

類型も前年度からのMDC別割合の変化は、ほとんど見られなかっ   

た。   

⑬計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計   
画的手術・処置のため」に該当した疾患名別（上位15疾患）・退院   

症例に対する再入院比率・割合（図表2－⑬）   

上位15疾患別で見ると、前年度と比較して増加傾向のある施設   

類型では、主に「狭心症、慢性虚血性心疾患」、「白内障、水晶体の   
疾患」等に増加が見られるが、疾患別割合で年度ごとに見ると、特   
に大きな変化は見られなかった。   

⑭同一病名で「化学療法・放射線療法あり」の再入院回数別在院日数   

（図表2一⑭）   

全ての施設類型において1回目に比べ2回目入院の在院日数は短   

くなり、2回目以降の在院目数はほとんど差がないという傾向が見ら  

れた。また、全ての施設類型において、1回目入院の在院日数が減少  

傾向であった。   

⑮1患者あたりの再入院回数（退院症例数ノ実患者数）（図表2－⑮）   

前年度と比較して平成15～16年度DPC対象病院、平成18，19年  

度DPC準備病院において増加傾向が見られた。   

⑤予期せぬ再入院における理由の内訳（退院症例に対する再入院症例   

数比率）（図表2－⑤）   

前年度と比較し、平成20年度DPC対象病院は「他疾患発症のた  
め」の増加により、予期せぬ再入院比率が若干増加した。それ以外  
の平成15～18年度DPC対象病院では全体的に予期せぬ再入院比率  

が減少した。平成18，19年度DPC準備病院の比率にはほとんど変化  
が見られなかった。   

⑥計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」   
に該当した症例のMDC別・退院症例に対する再入院比率・割合（図   

表2－⑥）   

計画的再入院が増加した平成15～18年度DPC対象病院、平成  
18，19年度DPC準備病院の「化学療法・放射線療法のため」に該当   

した再入院をMDC別に前年度と比較して見ると、これらのいずれ  
の施設類型においても「MDCO6（消化器系疾患、肝臓・胆道・膵臓  
疾患）」が増加していた。平成16年度DPC対象病院では「MDC12  

（女性生殖器系疾患及び産裾期疾患・異常妊娠分娩）」に増加が見ら  

れた。他のMDCでは前年度から大きな変化は見られなかった。   

⑦計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」   
に該当した疾患名別（上位15疾患）・退院症例に対する再入院比   

率・割合（図表2－⑦）   

計画的再入院の上位15疾患を見ると、どの施設類型でも前年度か  

ら増加している主な疾患は、「大腸の悪性腫瘍（060035）」、「直腸月工  

門の悪性腫瘍（060040）」、「胃の悪性腫瘍（060020）」であった。   

⑧計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法あり」を   

除いた前回入院と今回入院の病名同異別・退院症例に対する再入院   
事由比率（図表2－⑧）   

平成16年度DPC対象病院以外は増加傾向を示しており、主に計  
画的再入院比率が増えている。減少傾向のある平成16年度DPC対  
象病院では前回の入院と異なる病名の予期せぬ再入院が減少してい  

る。   

（9前回再入院からの期間別■退院症例に対する再入院比率・割合（図   

表2－⑨）   

図表2－⑨－1で前年度と比較して見ると、平成15～18年度DPC対  
象病院の3日以内の再入院比率は減少している。4日～7日以内の再  

入院比率はわずかに増加している。再入院割合（図表2－⑨一2）を通  

年で見ると0 日～7 日以内の短期の再入院割合は他の期間と比べて  

年々減少傾向にあるのがわかる。再入院比率の増加は15 日～28 日  

以内の再入院で最も大きく、次いで8日～14日以内の再入院で大き  

い。  
5  
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（5）医療機関別集計（図表5 年度別・再入院率）  

再入院率は医療機関によりかなりのばらつきが見られた。平成20年   

度において、全ての医療機関の中で最も再入院率が高かった医療機関が   
43．4％であった。一方、最も低かった医療機関は0％であった。   

（6）医療機関別集計（図表6 再転棟率）  

再転棟率が1．0％以上の病院は、76病院のみであった。その中で最も   

再転棟率が高かった医療機関では11．7％であった。   

（7）結論  

平成20年度においても、再入院率が増加する傾向は続いていた。  

主な再入院率増加の原因は計画的再入院の増加にあり、その中でも特   
に「化学療法・放射線療法のため」の理由による再入院の増加が大半を   
占めていた。  

また、3 日以内の再入院比率は減少し、4日～7 日以内再入院比率は   

わずかに増加している。平成20年度からDPCの診療報酬において、   

同一疾患で3日以内に再入院した場合は一連の入院として扱われること   

となった。3日以内及び4日～7日以内の再入院については、今後も注   

視していくことが必要である。一  

今回、全医療機関（1，559病院）に対して新たに再転棟調査として再   

入院と同様に理由を調査したが、再転棟があったのは590病院であり、   

そのうち再転棟率が1．0％以上の病院は76病院のみと少数であった。  

再転棟に係る調査   

（3）平成20年度調査対象医療機関数及び分析データ数（図表3）  

調査の対象となった1，559医療機関のうち、再転棟症例の存在する  

590医療機関に調査票を配布し、全医療機関から回答が得られた。  

分析対象退院症例数2，864，827症例のうち分析対象再転棟数は  
2，372（再転棟率0．08％）であった。そのうち回答数は2，361（回答  

率99．5％）であった。   

（4）施設類型別集計  

①年度別・再転棟率（図表4－①）  

前年度の再転棟率（参考値）と比較し、どの施設類型も減少傾向が  

見られた。DPC準備病院の再転棟率が高く、特に平成20年度DPC  
準備病院が高い数値を示した。  

②前回一般病棟と今回一般病棟の病名同異別・退院症例に対する再転  
検事由比率・割合（図表4－②）  

件数が一定数以上あり、ばらつきの少ない平成20年度DPC対象  
病院、平成18，19年度DPC準備病院、平成20年度準備病院の割合  
で見ると病名が同一の再転棟のほうがやや多く、また、予期せぬ再  
転棟の割合が大きいことがわかった。  

③計画的再転棟における理由の内訳（退院症例に対する再転棟数比  

率）（図表4－③）  

計画的再転棟で比率の大きい理由は「計画的手術・処置のため」で  
あった。  

④予期された再転棟における理由の内訳く退院症例に対する再転棟数  
比率）（図表4一④）  

予期された再転棟で比率の大きい理由は「予期された疾患の悪化、  
再発のため」であった。  

⑤予期せぬ再転棟における理由の内訳（退院症例に対する再転棟数比  

率）（図表4－⑤）  

予期せぬ再転棟で最も比率の大きい理由は「他疾患発症のため」で  
あった。  

⑥MDC別・退院症例に対する再転株比率・割合（図表4－⑥）  

どの施設類型でも似通った傾向が見られ、割合の大きいMDCは  
「MDCOl（神経系疾患）」、「MI）CO4（呼吸器系疾患）」、「MDC16（外  

傷・熱傷・中毒）」等であった。  

⑦前回一般病棟から今回一般病棟への転棟期間別・退院症例に対する  
再転株比率（図表4・⑦）  

全ての施設類型で、15日以上の長期の再転棟の割合が大きかった。  

7  

i■  

・さ、   



（参考）  

再入院理由の具体例  「平成20年度特別調査 再入院に係る調査」調査票  

項目   具体例   
① 検査入院後手術の  小児の先天性心室中隔欠損症で前回カテーテル検査の  

ため   ため入院、今回はパッチ閉鎖手術のため入院。  
② 計画的手術・処置  前回、骨折で入院して観血的整復術をうけた。今回、抜  

のため   釘手術のため入院。  

＊  

療法のため   今回も化学療法を受けるため入院。  
計   
画  
的  回、術後のカテーテル検査のため入院。  
再  

入  査・手術を中止して  赤と発熱があったので手術を中止して退院、軽快したの  
院  帰宅したため   で2週間後に手術のため入院。  

⑥ 手術のための体調  前回、極度の貧血のため入院、子宮筋腫の診断のもと貧  
回復をまつために－  血に対する治療を行い退院、今回、貧血が改善したので  

時帰宅したため   手術（単純子宮全摘術）目的で入院。  

（う その他  

（∋ 予期された疾患の  前回、胃癌再発で入院し治療をうけて退院、自宅療養中  

悪化、再発のため  であったが腹水貯留が著しく、嘔吐を繰り返すようにな  
り入院。  

＊                 ② 予期された合併症  食道癌治療のため入院、患者の希望で胃療は造設されな   

予  
発症のため   かったが、退院時誤喋性肺炎がおこることもあるとの説  

期  明を受けていた。退院一週間後誤礁性肺炎が発症したの   
で入院。  

れ   

た 再  
入  今回、痔痛や呼吸困難が強くなり入院。  
院   

患者の都合により退  に不幸があり、下血等の症状がなかったので退院。所用  
院したため   も片付いたので、再度入院してポリープ切除をうけた。  

⑤ その他  

（D 予期せぬ疾患の悪  前回、虚血性心疾患で入院、治療をうけて軽快退院、退  

＊  化、再発のため   院時風邪をひかないようにとの注意を受けていたが、心  
不全になるとの説明はうけていなかった。退院1ケ月後  

予  風邪をひき、心不全になったので入院。  

期 せ  

ぬ  されなかったが、今後誤喋性肺炎がおこりうるとの説明   
再  はなかった。退院1週間後誤痍性肺炎のため入院。  

入 院      ③ 他疾患発症のため  前回、白内障のため眼内レンズ挿入術をうけて退院、そ    の5日後急性心筋梗塞を発症して入院 

。  

④ その他  

◇医療機関名：  

◇患者データ識別番号：  

◇診療科コード（前回退院時）：   

診断群分類（前回退院時）：   

最医資病名（前回退院時）：   

入院日  ICD－10   

生年月日（西暦）：  

退院日   

入院目的：  

◇診療科コー   

診断群分類   

最医資病名   
入院日   
退院日   

入院目的：  

退院時転帰   

ド（今回退院時）：  

（今回退院時）：  

（今回退院時）  

ICD－10  
退院時転帰   

◇再入院の理由：  
「計画的再入院」か、「予期された再入院」か、「予期せぬ再入院」かをまず判断し、  

その具体的理由の欄に「O」を記入してください。  

「あり得る」合併症の発症や疾患の再発があって再入院した場合でも、それが患者に  
対して十分な説明がなされておらず、予期されていなかった場合には「予期せぬ再入  
院」としてください。   

項目を選択するに当たっては、参考資料の例を参照してください。  
＊計画的再入院  

（）① 検査入院後手術のため  
（）② 計画的手術・処置のため  

（）③ 化学療法・放射線療法のため  
（）④ 定期検査のため  
（）⑤ 前回入院時、検査・手術を中止して帰宅したため  
（）（参 手術のための体調回復をまつために→時帰宅したため  

（）⑦ その他（  
＊予期された再入院  
（）① 予期された疾病の悪化、再発のため  
（）② 予期された合併症発症のため  
（）③ 患者のQOL向上のため一時帰宅したため  
（）④ 前回入院において患者の都合により退院したため  

（）⑤ その他（  
＊予期せぬ再入院  

（）① 予期せぬ疾患の悪化、再発のため  
（）② 予期せぬ合併症発症のため  
（）③ 他疾患発症のため  

（）④ その他（  



ji－上：5iii71■■i：一息ヂ  

（D 予期せぬ疾患の悪  前回、虚血性心疾患でDPC算定病棟へ入院、治療をう  

化、再発のため   けて軽快転棟、転棟時風邪をひかないようにとの注意を  

＊  
受けていたが、心不全になるとの説明はうけていなかっ  
た。転棟1ケ月後風邪をひき、心不全になったのでDPC   

予  算定病棟へ転棟。  
期 ■  
せ ぬ  希望で胃療は造設されなかったが、今後誤噴性肺炎がお   

再  こりうるとの説醜はなかった。転棟1週間後誤嚇性肺炎   
転  のためDPC算定病棟へ転棟。  

棟      （∋ 他疾患発症のため  前回、白内障のため眼内レンズ挿入術をうけて転棟、そ  
の5自後争性心筋梗塞を発症してDPC算定病棟へ転棟。  

④ その他  

再転棟理由の具体例  

項目   具体例   
① 検査でDPC算定  狭心症で前回カテーテル検査のためDPC算定病棟へ入  

病棟へ入院後手術の  
ため   

（∋ 計画的手術・処置  前回、骨折でDPC算定病棟へ入院して観血的整復術を  

のため   うけた。今回、抜釘手術のためDPC算定病棟へ転棟。  

③ 化学療法・放射線  前回、急性骨髄性白血病に対する化学療法のためDI）C  

＊  算定病棟へ入院、今回も化学療法を受けるためDPC算  

定病棟へ転棟。  
計  
画  回、術後のカテーテル検査のためDPC算定病棟へ転棟。  

的 再      ⑤ 前回DPC算定病  白内障手術のためDPC算定病棟へ入院したが、前日夕   
転  棟での入院時、検  に咽頭部の発赤と発熱があったので手術を中止して転  
棟  査・手術を中止して  棟、軽快したので2週間後に手術のためDPC算定病棟  

一時転模したため  へ転棟。  
⑥ 手術のための体調  前回、極度の貧血のためDPC算定病棟へ入院、子宮体  

回復をまつために一  癌の診断のもと貧血に対する治療を行い転棟、今回、貧  

暗転棟したため   血が改善したので手術（子宮悪性腫瘍手術）目的でDPC  

算定病棟ぺ転棟。  
⑦ その他  
① 予期された疾患の  前回、胃癌再発でDPC算定病棟へ入院し治療をうけて  

悪化、・再発のため  転棟、療養中であったが腹水貯留が著しく、嘔吐を繰り  
返すようになりDPC算定病棟へ転梯。  

② 予期された合併症  食道癌治療のためDPC算定病棟へ入院、患者の希望で  

＊                       発症のため   胃療は造設されなかったが、転棟時に誤礁性肺炎がおこ   
ることもあるとの説明を受けていた。転棟一週間後誤喋  

期  性肺炎が発症したのでDPC算定病棟へ転棟。  

さ          ③ 患者のQOL向上  前回、肺小細胞癌でDPC算定病棟へ入院したが、ター   

れ  のため一時転棟した  ミナルであるが小康をえていたので、患者のQOLの向  

た 再  上を図るため転棟、今回、痺痛や呼吸困難が強くなり  

転  DPC算定病棟へ転棟。  

棟   
棟での入院時におい  なかった為手術を実施せず転棟となったが病状の変化  
て患者の都合により  により手術を実施することとなり、再度Df〉C算定病棟  

転棟したため   へ転棟し手術を実施した。  
⑤ その他  

※DPC算定病棟とは、以下の入院基本料等を届出ている病棟をいう。  

・一般病棟入院基本料   
・特定機能病院入院基本料（一般）   

・専門病院入院基本料   
・救命救急入院料   
・特定集中治療室管理料   
・ハイケアユニット入院医療管理料   
・脳卒中ケアユニット入院医療管理料   
・新生児特定集中治療室管理料   
・総合周産期特定集中治療室管理料   
・広範囲熱傷特定集中治療室管理料   
・一類感染症患者入院医療管理料   
・小児入院医療管理料   

仁≡   
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済みむこ  
菜色の3列のセルの、ザれかの選択肢カ、ら讃  

袈万が  当するものを選択して下さい。  

退院患者に係わる調  
※その他を選択した際は右隣のセルに埋白を  
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跨   

匪亘司  

集計結果について  
施設類型別集計  

再入院に係る調査   

○平成20年度調査対象医療機関数及び分析データ数年次推移  

○年度別・再入院率  

○前回入院と今回入院の病名同異別・退院症例に対する再入院事由比率  

○前回入院と今回入院の病名同異別・再入院事由割合  
○計画的再入院における理由の内訳（退院症例に対する再入院症例数比率）  

○予期された再入院における理由の内訳（退院症例に対する再入院症例数比   

率）  

○予期せぬ再入院における理由の内訳（退院症例に対する再入院症例数比率）  

○計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」に該当し   

た症例のMDC 
○計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」に該当し   

た症例のMDC別・再入院割合  

○計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」に該当し   

た疾患名別（上位15疾患）・退院症例に対する再入院比率  

○計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」に該当し   

た疾患名別（上位15疾患）・再入院割合  

○計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法あり」を除いた   

前回入院と今回入院の病名同異別・退院症例に対する再入院事由比率  

○前回再入院からの期間別・退院症例に対する再入院比率  

○前回再入院からの期間別・再入院割合  

○計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」の期間別・   

退院症例に対する再入院比率  

○計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」の期間別・   

再入院割合  
○計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計画的手術・   

処置のため」の期間別・退院症例に対する再入院比率  
○計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計画的手術・   

処置のため」の期間別・再入院割合  

○計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計画的手術・   

処置のため」に該当した症例のmC別・退院症例に対する再入院比率  

○計画的再入院における垣由のうち「検査入院後手術のため」と「計画的手術■   

処置のため」に該当した症例のMDC別・再入院割合  

○計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計画的手術・   

処置のため」に該当した疾患名別（上位15疾患）・退院症例に対する再入   

院比率  

○計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計画的手術・   
処置のため」に該当した疾患名別（上位15疾患）・再入院割合  

○同一病名で「化学療法・放射線療法あり」の再入院回数別在院日数  

01患者あたりの再入院回数（退院症例数／実患者数）   

再転棟に係る調査   

○平成20年度調査対象医療機関数及び分析データ数  

○年度別・再転棟率  

○前回一般病棟と今回一般病棟の病名同異別・退院症例に対する再転棟事由比   

率  
○前回一般病棟と今回一般病棟の病名同異別・再転棟事由割合  

○計画的再転様における理由の内訳（退院症例に対する再転棟数比率）  

○予期された再転棟における理由の内訳（退院症例に対する再転棟数比率）  

○予期せぬ再転棟における理由の内訳（退院症例に対する再転棟数比率）  

O MDC別・退院症例に対する再転棟比率  

O MDC別・再転棟割合  

○前回一般病棟から今回一般病棟への転棟期間別・退院症例に対する再転棟比   

率  

医療機関別集計  

再入院に係る調査  

○年度別・再入院率  



図表1平成20年度萌査対象医療機関数及び分析データ数年次推移  

⊂コ…平彪0細萱デ→  

損査対モ病院数（A）  回答病l完敵（8）  回書病院率（8／A）  

施設類型   
平成15年度  
DPC対象病疾   82  80  81  82  82  82  82  自2  8（）  81  82  82  82  8Z  82  100．0％  100．0！l  100．0ヽ  100．Ol  100．0，i  100．0！i  108，0！i   
平成18年虞  
DPC木Il病院   62  62  62  82  62  62  62  62  62  82  62  62  62  100．0％  100．01  1〔旧0ヽ  joo．0％  100．01】  100．0！i   

平成18年虎  
DPC対i病院   216  216  218  216  216  216  216  216  216  100．0ヽ  100．0％  100．01  1∝）．01i   

平成之0年度  
DPC声】魚病院   358  358  358  358  358  358  358  100．0％  100．0，i  100．0，i   

平成柑19年虞  
DPC塑膚病院   704  り  704  704  13  704  704  100．0ち  108，0％  

平成ZO年鷹  
DPC2暮イ撫】騙！慕  

137  l：17  100．0ち  

総計   

さ■l■  
Hヱ0托せ月聾簑  施設隷空  分析対1退院症例数（C）欝Z  分析対象再入院症例数（D）旗之  分析対象回書症例数（［）  

平成l  
ヽ†   

DPC対   1病院（4ケ月有）  79  277．512  298，759  311．613  325．033  311．968  352．331  363，787  21．296  27．359  30．210  34．755  38．Z16  40．127  43．135  21．065  2丁．027  29．850  34．627  38．160  40．103  43，124  
年度  
象病院（4ケ月有）  39  98，150  104．991  103．947  106．468  107．297  】09，234  8．717  10，3丁9  10，965  11，900  12．（旧0  1Z．551  8．714  10．373  10．942  11．899  11．998  12，55l  
年度  象病儀   21f〉  545．006  564，323  569．637  580，DO2  55．410  58．324  59．821  63．059  55．406  58．316  59．799  63．011   

平成20年度  
DPC対象病院  358  882．65：）  686．924  了00．023  68．147  72．172  77．145  68．137  72．163  77．140   

平成18．柑年度  
DPC憂慮病杭  704  9一ほ．249  971，773  97．184  1叫779  97．川6  104．772  

平成20年正  
DPC牽旛蕪l烹  1ヰ0．088  14．285  14．285  

総！十  乙864．827  2t，296  36，076  18．649  t。川0  176．587  281，304  2・．D65  35．7引  0，223  100．975  176．512  ；  ■・   q883   

，1・・  
二ニくイ    分析対■■d：＃   再入院率（D／C）  回書症例車（E／つ）  

賛1              H＝  H15  H16  H17  H18  H19  HZO  H14  H15  H18  H17  H柑  H柑  H20   

平灰】5年鷹 DPC射た疾l豪（4ケ月有）  79  7．7†i  9．2ち  9．7l  10．7）i  11．2l  1l．4ヽ  11．91  98－92～  98．79l  98．61ヽ  99．63～  99．85l  99，94％  99．97％   
平成1ち年正  
DPC対象病院（4ケ月竃）  39  89l  9．9％  10．5！i  11．2％  ＝ごヽ  ‖．5％  99．97l  99．94l  99．7！ll  99．99ヽ  99．98l  1∝〉．00，i   
平成18年鷹  
DPC対れ病院   216  10．2，i  10，3l  10．5ヽ  10．9％  99．9汎  99．99Ii  99．96l  99．92†i   
平成20年鷹  
■－二   358  ＝）．01  105l  ‖．0鴛  9．99ヽ  99．99，i  99．99≠   

平成18．柑年度  
DPC筆傷病l完   704  10－31i  10，8Ii  99．96ち  99．99％   

平成ヱ0年正  
DP（；遺血痕lま  137  10．2）i  1DO．α〕1   

観音十  1，533  7．71i  9．11  9．8㌔  10．4X  10．4l  10．6，i  ‖．0～  98．92，i  99．07ヽ  98．d5兄  99．85㌔  99．961i  99．97ゝ  99．98，i   

※1挺毀頼空別分析では通年で丁月－tO月の4ヶ月データが提出されている病院を集計対象とした  
※2平成ヱ○年度デーーぅの分析封書症例数は12月未踏点で病続から提出された丁月－10月データにクリニング処理を施した乳一般病棟入院有の慮者を■計対1とした症例数である  

平成15年度  
DPC対象病院  

平成16年度  
DPC対象病院  

平成柑年度  平成20年度  
DPC対象病院   DPC対象病院  

施設類型■年度  

平成18．19年度  
DPC準備病院  

平成20年度  
DPC準備病院  



図表2①1前回入院と今回入院の病名同異別■退院症例に対する再入院事由比率  

0．0％  2．0％  4，0％  6．0，i  8．0％  10．0％  12．0％  

□同一病名   
吾十画的再入院比率   
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予期された再入院比率   

口同一病名   
予期せぬ再入院比率   

口異なる病名   
計画的再入院比率   

■異なる病名   
予期された再入院比率   

口異なる病名   
予期せぬ再入院比率  

※病名の同異は前回入院の「医療資源を最も投入した儒病名」と今回入院の「入院の契機となった傷病名」から決定される診断群分類の上6桁の同異にて判別した  

図表2－－②－－2前回入院と今回入院の病名同異別・再入院事由割合  

100％  

輯▼ゝ貞†j禄棚  
ロ同一病名   
計画的再入院件数  

■同一病名   
予期された再入院件数   

口同一病名   
予期せぬ再入院件数  

口臭なる病名   
計画的再入院件数  

■異なる病名   
予期された再入院件数  

口異なる病名   
予期せぬ再入院件数  

平成15年度  
DPC対象層l完  
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設
類
型
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年
度
 
 

豆㌧ヤ∵■一：り珊笥帰  

平成16年虔  
DPC対象病院  

、い・－亙東商和船加悦煎  

・上笥料・ム機押測掴鵬5  

一∫り灘ミ洒既舶  

㌦満嵐咤那簿腱榔抱陳嘔聯  

H17  

平成18年度  目18  

ル現一式．さ触融滑棚2  

DPC対象病院   

H18  

川9  

院  
日20  

翫木や新鶴野蛤酢蛸閣渕   

、少産軽t棚  

平成18．19年度 目19  
DPC準備病院  

平成20年度  
早圭澗惣笛瑚滞掛橋師  

D占i遠慮扁院 H20  二・r阜 t■ニ．：霊h九■天測  

※病名の同異は前個人税の「匡療資源を最も投入した∬病名」と今国人床が入院の契機となった傷ホ名」から決定きれる診断群分類の上6桁の同異にて判別した  
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図表2－③計画的再入院における理由の内訳（退院症例に対する再入院症例数比率）  

0．0％  1．0％   2．0％   3．0％   4，0％   5．0％   6＿0％   7．0％   8．0％   9．0％  

□検査入院後手術のた   
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□計画的手術・処置の   
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国定斯検査のため  

■前回入院時、検査・手   
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ため  

□手術のための体調回   
復をまつために一時   
体毛したため  

臼その他  
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設
類
型
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図表2一（彰予期された再入院における理由の内訳（退院症例に対する再入院症例数比率）   
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化、再発のため  

□予期された合併症発   
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■患者のQOし向上のた   
め一時帰宅したため  

囚前回入院において患   
者の都合により退院   
したため   

騙その他   
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図表2－⑤予期せぬ再入院における理由の内訳（退院症例に対する再入院症例数比率）  

0．0％  0．5％  1．0％  1．5％  2．0％  2．5％  3．0％  
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化、再発のため   

□予期せぬ合併症発   
症のため  

■他疾患発症のため  

8その他  
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図表2－⑥－1計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」に  
該当した症例のMDC別・退院症例に対する再入院比率  

0．0％  1．0％  2．0％  3．0％  4．0％  5．0％  

MDC  

Eコ01神経系疾患  

■02眼科系疾患  

Eヨ03耳井咽喉科系疾患  

ⅡⅢ04呼吸器系疾患  

正ヨ05循環器系疾患  

旺ヨ06消化器系疾患、肝臓・胆道t   
膵臓疾患   

■■87筋骨格系疾患  

⊂川8皮膚・皮下組織の疾患  

【コ09乳房の疾患  

ロ10内分泌・栄養・代苫抑こ関す   
る疾患   

【ヨ11腎・尿路系疾患及び男性生   
殖器系疾患   

［ヨ12女性生殖器系疾患及び産   
循期疾烏・異常妊娠分娩   

田13血液・造血器・免疫巌器の   
疾患  

■14新生児疾患、先天性奇形  

罰15小児疾患  

Eヨ16外傷・熱傭・中毒  

EⅢ17精神疾患  

l事18その他  

平成15年度  
DPC対象病院  

施  
設  
類 平成16年虔  
型 DPC対象病院   

年  
度  

平成18年虔  
DPC対象病院  

平成20年度  
DPC対象病院  

平成18．19年度  

DPC準備病院   

平成20年度  
DPC準備病院  

∵
」
 
 
 

▼r  



M【）C  

Eコ01神経系疾患  

t■02眼科系疾患  

［コ03耳鼻咽喉科系疾患  

四04呼吸器系疾患  

口05循環器系疾患  

Eヨ06消化器系疾患、肝腋 
胆道・膵随疾患  

⊥07筋骨格系疾患  

【コ08皮膚・皮下組織の疾  

【コ09乳房の疾患  

【コI口内分泌・栄養・代謝に   

関する疾患  

Eコ1】腎・尿路系疾患及び   
男性生殖器系疾麿   

臼12女性生殖器系疾患及   
び産婚期疾患・異常妊   
娠分娩  

田13血液・造血器・免疫臓   
器の疾患  

■14棄斤生児疾患、先天性   
奇形   

田15小児疾患  

［∃16外傷・熱傷・中毒  

田17精神疾患  

国18その他  

図表2⑧2計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」に  
該当した症例のMDC別・再入院割合  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  
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設
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図表2←⑦－1計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」に  
該当した疾患名別（上位15疾患），退院症例に対する再入院比率  

20＼  ユ0ヽ  4．0，‘  疾患名  

⊂】肺の悪†生錘瘍  

一卵巣・子宮附属器の悪性   
腫瘍   

⊂コ大腸（上行結焼からS状韓   
腸）の悪†生涯縞   

日子音頭・休部の悪性腫瘍  

【ヨ直腸l江門（直腸・S状結腸   
からÅ工門）の悪性腫瘍   

E】肝・肝内胆管の悪性腫瘍   
（続発性を含む。）   

■非ホジキンリンパ喋  

【コ乳房の悪性腫瘍  

□胃の悪性腫瘍  

【コ食道の悪性腫瘍（頭部を   
含む。）   

⊂】急性白血病  

□骨鞍部の悪性腫瘍（脊髄   
を除く凸）   

E】膀胱腫瘍  

■前立腺の悪性腫瘍  

田小腸の悪性腫ヰ   

施
設
短
型
∵
年
度
 
 



図表2－①－2計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」に  
該当した疾患名別（上位15疾患）・再入院割合  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

疾患名  

【コ仰の悪性膿ヰ  

l■卵巣・子宮附属眉の悪   
性涯瘍   

⊂コ大塊（上行端膿からS状   
結腸）の悪性腫瘍  

l，∝〉9  

1303  

平成15年度  
DPC対象病院  

2，031  

l封 Eコ直腸肛門（直腸・S状結  
E】子宮頚・体部の悪性腐 嘲   ＃        腸から肛門）の悪性錘   

2378  

2110t  

ヰ  
E】肝・肝内l担管の悪性腰   

痛（続発性吉含む．）   

I■非ホジキンリンパ腫  

lコ乳房の悪性眉■  

□欄の悪†生腫瘍  

【コ食道の悪性眉欄（頭部   
を含む。）   

口急性白血病  

【コサ軟部の悪性腫瘍（脊   
髄を除く．〉   

El膀胱應ヰ  

333  

401  

施
設
類
型
・
年
度
 
 

平成16年度  
DPC対象病院  808  

833  

29柑  

平成18年度  
DPC対象病院 H19  

日20  

3398  

平成20年度  
DPC対象病院  

平成18．19年虔  

DPC準備病院   

平成20年度  
DPC準備病院  

qOヰ0  

わ7  ■■前立腺の悪性眉傭  l由   tヨ小農の悪性畔ヰ  

3．8∝l  

5．187  

5：）80  

57」I  

図表2－く診計画的再入院における理由のうち「化学療法，放射線療法あり」を除いた  
前回入院と今回入院の病名同異別・退院症例に対する再入院事由比率  

0，0％  1．0％  2．0％  3．0％  4．0％  5．0％  6．0％  7．0％  8．0％  

国人院と同一病名  

口同一病名   
計画的再入院比率  

t同一病名   
予期された再入院比率  

□同一病名   
予期せぬ再入院比率  

□異なる病名   
計画的再入院比率  

■異なる病名   
予期された再入院比率  

口異なる病名   
予期せぬ再入院比率  

H17  

平成18年度  H18  
DPC対象病院 H19  

日20  

平成20年度 川9  
DPC対象病院  

平成18．†9年度  

DPC準備病院 H20  

平成20年度  H20  
DPC準備病院  

潔病名の同異は前回入院の「医療書窟をtも投入した＃病名」と今回入院の「入院の実機となった傷病名」から決定される診断群分類の上6桁の同異にて判別した   
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図表21訃－1前回再入院からの期間別・退院症例に対する再入院比率  

0・0％  2－0％  4．0％  6．0％  8．0％  10．0％  12．0％  14，0％  

□3日以内比率  

⊥4日～7日以内比率  

口8日～14日以内比率  

口15日～28日以内比率  

■29日～42日以内比率  

平成15年度  
DPC対象病院  

施
設
類
型
・
年
度
 
 

平成16年度  
DPC対象病院  

平成18年度  
DPC対象病院  

平成20年度  
DPC対象病院  

平成1臥19年度  
DPC準備病院  

平成20年度  
DPC準備病院  

図表2－⑨－2前回再入院からの期間別・再入院割合  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

□3日以内  

■4日－7日以内  

ロ8日～148以内  

□15日～28日以内  

■29日－42日以内   
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設
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型
・
年
度
 
 



図表2⑧1計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」の  
期間別・退院症例に対する再入院比率  

0．0％  1．0％  2．0％  3．0％  4．0％  5．0％  

H14  

H15  

H16  

H17  

H18  

H19  

H20   

H15  
H16m  0．88％  【】｝叫ニl  

l  

lTll H19l  
‖‖ H20t   

P叫●rけぃ■■■     118％     l      ，1．53％      ■■lr，llrl■  

■ 盟●たれ。・t  l．12％  l   1．511・ 、・∵¶■l■llニー■■   
H19  1．28㌔  1  1．39％ 

H20   

H20  聖■●t！h：t■    1．29％    1   1．22％    ‥■●推Iニ■  

□3日以内比率  

■4日～7日以内比率  

口8日－14日以内比率   

□‖5日－28日以内比率   

■29日～42E】以内比率  

平成15年度  
DPC対象病院  

施  
設  

院  

年  
度  

平成18年虔  
DPC対象病院  

平成20年度  
DPC対象病院  

平成18．19年度  
DPC準備病院  

平成20年度  
DPC準備病院  

図表2－－⑩－2 計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」の期間別・再入院割合  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

□3日以内  

■4∈巨－7日以内  

□8日～14日以内  

□15日～28日以内  

■29日～42日以内   

平成15年度  
DPC対象病院  

施  
設  

類 平成16年度  
型 DPC対象病院   

年  
度  

平成18年度  
DPC対象病院  

平成20年度  
DPC対象病院   
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国表2一項ト1計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と  
「計画的手術・処置のため」の期間別・退院症例に対する再入院比率  

0．0％  0．5％  1．0％  1．5％  2．0％  2．5％  3．0％  3．5％  

□3日以内比率  

■射∃～7日以内比率  

口8日～日日以内比率  

□15日－28日以内比率  

■29日－42日以内比率  

平成15年虔  
DPC対象病院  

施  
設  

類平成16年度  
型DPC対象病院   

年  
度  

平成18年度   
DPC対象病院  

平成20年度  
DPC対象病偏  

平成柑．用年度  
DPC準備病院   

平成20年虔  
DPC準備病偏  

図表2－⑪一2 計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と  
「計画的手術一処置のため」の期間別・再入院割合  

0％  20％  40％  60％  ）80％  100％  

口3日以内  

■4日～7日以内  

ロ8日～14日以内  

□15日～28日以内  

■29日～42日以内   

平成15年度  
DPC対象病院  

施
設
類
型
・
年
度
 
 

平成16年虎  
DPC対象病院  

平成佃年度  
DPC対象病院  

平成20年虎  
口PC対象病院  

平成18．19年度  
DPC準備病偏   

平成20年虔  
DPC準備病院  



図表2－⑳－1計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計画的手術・処置のため」に  
該当した症例のMDC別・退院症例に対する再入院比車  

0・鍋  0．5％  1．0％  1．5％  2．肌  2，5，i  3．0％  3．5％  

MDC  

Eコ01神経系疾患  

■■02眼科系疾患  

匡】03耳鼻咽喉科系疾患  

mo4呼吸器系疾患  

【ヨ05循環器系疾患  

l臼06消化器系疾羞、肝臓・胆   
道・膵臓疾患  

l■07筋骨格系疾羞  

⊂】08皮膚・皮下組織の疾患  

【コ09乳房の疾患  

［コ10内分泌・栄養・代謝に関   
する疾患  

旺111腎・尿路系疾患及び男   
性生殖器系疾患  

【コ12女性生殖器系疾患及び   
産褐期疾患・異常妊娠分娩  

6≡‖3血液・造血器・免疫旋器   

の疾患  

■■1十新生児疾患、先天性奇   
形   

蹄15小児疾患  

【コ16外傷・熱傷・中毒  

匹‖7精神疾虐  

瞳118その他  

平成15年度  
DPC対象病院  

施  

設   
冨認諾妄㌫  

年  
度  

平成18年度  
DPC対象病院  

平成20年度  
DPC対象病院  

平成18．19年度  
DPC準譜病院   

平成20年度  
DPC準傭病院  

MDC  
図表2せ2計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計画的手酢処置のため」に  

該当した症例のMDC別・再入院割合  

E101神経系疾患   

0％  20％  40％  60％  80％  100％ ■02眼科系疾患  

【ヨ03耳▲咽喉科系疾患  

lⅢ04呼吸器系疾患  

【ヨ05循環器系疾患  

gO6湘ヒ器系疾患、肝臓・胆   
道・膵臓疾應   

l■07筋骨枯系疾患  
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産祷期疾患・異常姓應分娩  
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図表2一－⑬－1計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計画的手許処置のため」に  

該当した疾患名別（上位15疾患）・退院症例に対する再入院比率  

疾患名  

0・2％  0・4％  0・6％  0・8％   1・0％   1－2％   1■鴎□・優性虚血虻  0．0％  
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腫瘍（続発性を含   
む。）  
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【コ大橋（上行婁吉膿から   
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瘍  

■閉塞性動脈疾患  

【コ随薫水腫．胆羅炎等  

⊂コ胆莱疾患（胆嚢結石   
など）  

［コ直腸月工門（直腸・S状   

耗韻から肛Fl）の悪   
性腫瘍  

⊂コ非破裂性大動脈癒、   
腸骨動脈漕  

⊂】脳主要暴  

圧l膜状腹痛  

■小腸大腰の良性疾   
患（良性腫瘍を含   

む。）  

田慢性腎炎症候群・慢   
性問質性腎炎・慢性   
腎不全  
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図表2－－⑯－2計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計画的手掛処置のため」に  

該当した疾患名別（上位15疾患）・再入院割合  疾患名  
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む。）  

口自内陣、水晶体の  
疾患  

【コ肺の悪性陣痛  

【ヨ胃の悪性腫瘍  

⊂】大腸（上行結腸から   

S状結腸）の悪性腫   
瘍  

■閉塞性動I脈疾患  

【コ胆薫水腫、胆嚢炎   
等  

⊂コ胆嚢疾患（胆ま結石  
など）  

⊂l直腸員工門（直腸・S   
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口脳梗塞  
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一小腸大腸の良性疾   
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性問質性腎炎・慢性   
腎不全   

40†i  60，も  80％  †00％  

十∴185、∴・・，  

468  

607  

・ 854  

337  

施
設
類
型
・
年
度
 
 

DPC対象病院  

362  

H17   

平成18年度  目18  
DPC対象病院  

2．331  

H18  
平成20年度  
DPC対象病院 H19  

H20  

平成18．19年度目19  
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図表2－－⑭同一病名で「化学療法・放射線療法あり」の再入院回数別在院日数   
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平成柑年度  
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口1回目在院日数  

■2回目在院日数  

□3回目在院日数  

平成20年産  
DPC対象病院  

平成18，19年虔  
DPC準備病院  

平成20年度  
DPC準備病院  

※1回目入院は1回目再入院が「化学療法・放射線療法あリ」の前回入院データのため、再入院理由のデータがなく、様式1から化学療法有無を判別し掲載した  
※同一病名の有無lま前回入院の「医療資源首最も投入した傷病名」と今回入院の「入院の契機となった傷病名」から決定される診断群分類の上6桁の同異にて判別した  

図表2－⑮1患者あたりの再入院回数（退院症例数／美恵者数）  
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DPC対象病院  
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DPC準備病院  

平成20年度  
DPC準備病院  
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図表3 平成20年度調査対象医療機関数及び分析データ数  

施設類型   再幸云棟調査対象病院数  再転棟調査回答病院数  再転棟調査回答病院率   
平成15年度DPC対象病院   †00．0％   

1．調査対象病院数と回答病院  数            25  25    平成16年度DPC対象病院  17  17  100．0％  平成柑年度DPC対象病院  73  73  10D．0％  平成20年度DPC対象病院  132  132  100．0，i  平成18，19年度DPC準備病院  285  285  100．0％  平成20年I誉DPCj堅備病隙  58  58  100．0，ら  搭計  5901           5901         100．0％   
2．分析対象症例数と分析対象回答症例数   

施設類型   分析対象退院症例数（C）洋一  分析対象再転棟数（D）※2   回答数（E）   回答率（E／D）   

平成15年度DPC対象病院   363，787   51   50   98．0％   

平成16年度DPC対象病院   109，234   78   78   100，0％   

平成18年度DPC対象病院   580，002   221   221   100．0％   

平成20年度DPC対象病院   700，023   591   590   99、8％   

平成18．19年度DPC準備病院   971．773   1．227   1，219   99．3％   

平成20年唐DPC準備病院   140＿008   204   203   99．5％   

総計 2，864．827 2．372 2．361 99．5％   

施設類型   再転棟率（D／C）   

平成15年度DPC対象病院   0．01％   

平成16年度DPC対象病 0＿07％   

平成18年度DPC対象病院   0．04％   

平成20年度DPC対象病院   
平成18．19年度DPC準備病院   0．13％   

平成20年度DPC準 0．15％   3．再転棟皐          院          0．08％      備病院     総計1          0．08％   
※1・分析対象退院症例数は平成20年度12月末時点で病院から提出された7月－10月データにクリーニング処理を施した後、一般病棟入院有の患者を集計対象とした退院症例数  
である  
※2′分析対象再転棟数は7月～10月の様式1の子様式1レコードが作成されている症例のうち、1入院内で一般病棟からその他の病棟へ転探しさらに【般病棟へ再転棟した場合  
の再転棟数である  

図表4－① 年度別・再転棟率  
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DPC対象病院   DPC対象病院  

施設類型・年度  

平成18．19年度  
DPC準備病院  

※平成19年度の再転棟峯は平成19年度7月－10月退院患者のEFファイルから集計した参考値である  



図表4－②－1前回一般病棟と今回一般病棟の病名同異射通院症例に対する再転棟事由比率  
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業病魔の同異は前回一般病様子様式1が医濱賞濃を－も投入した傷病名」と今回「般病棟子様式－の「入院の契機となった傷病名」から決定される診断群分類の上6桁の同異にて判別した  

図表4－②一2前回一般病棟と今回一般病棟の病名同異別■再転棟事由割合  
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図表4－③計画的再転操における理由の内訳（退院症例に対する再転棟数比率）   
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図表4－④ 予期された再転様における理由の内訳（退院症例に対する再転棟数比率）   
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図表4－⑤予期せぬ再転棟における理由の内訳（退院症例に対する再転棟数比率）  
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図表4⑥1MDC別・退院症例に対する再転株比率  
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図表4－⑥－2MDC別・再転棟割合  
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■08皮膚・皮下組織の疾患   

国09乳房の疾羞   

【コ1D内分泌・菓姜・代謝に関す   
る疾患  

E】11腎・尿路系疾患及び男性   
生殖器系疾患  

■112女性生殖器系疾患及び産   
婚期疾患・異常妊娠分娩  

□13血液・造血器・免疫臆器の   
疾患  

■l14新生児疾患、先天性奇形   

［コ15小児疾患   

E∃16外様・熱一幕・中薫   

【コ17精神疾患   

l玉＝帽その他  

平成15年産  
DPC対象病院  

平成16年度  
DPC対象病院  

施  
設  

院  
年  
度  

平成20年度  
DPC対象病院  

平成川．19年度  
DPC準備病院  

平成20年度  
DPC準備病院  

図表4－－⑦前回一般病棟から今回一般病棟への転榛期間別・退院症例に対する再転株比率  
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図表6 再車孟棟率  
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図表6 再転棟率  国表6 再転棟率  
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図表6 再転棟率  図表6 再幸云棟率  
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図表6 再転棟率  図表6 再幸云棟率  

75  76  
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21． 5． 2 0  （参考）薬価基準収載品目の分類  

平成19年9月薬価調査  

（品目数は平成20年4月時点、数量シェア及び金額シェアは平成19年9月調査時の数量、薬価  

による。）  

DPC対象病院及び準備病院における後発医薬品の  

使用状況について  

品目数   数量シェア   金額シェア   

後発品なし   1，893   21．6％   49．0％  

先発医薬品  

後発品あり   1．528   34．9％  35．1％   

後発医薬品  6．700   18．7％   6．6％   

その他の品目（局方品、生薬 等）  4，238   24．8％   9．3％  

1紺こおける後発医薬品の占める割合（金額シェア）  

施設類型別 薬剤費における後発医薬品比率  

施設類型   平成16年虔  平成17年度  平成18年度  平成19年度  平成20年度   

平成15年度DPC対象病院（82病院）   2．6％   3．4％   4．1％   5．1％   5．6％   

平成16年度DPC対象病院（62病院）   5．1％   7．4％   8．8％  10．b％  10．6％   

平成18年鹿PPC対象病院（216病院）  4．1％   7．1％   9．7％  10．6％   

平成20年度DPC対象病院■（358病院）  4．7％   5．1％   9．1％   

平成柑年度DPC準備病院（704病院ト  5．1％   5．4％   

平成20年度DPC準備病院（137病院）  5．7％   

総計   ．4％   4．1％   5．4％   6．2％   7．4％   

（厚生労働省調べ）   

注1）「後発医薬品」とは、薬事法上新医薬品として承認されたもの以外のもの（その他の品目を除く。）をいう。   

産2）「その他の品目」とは、局方晶、漢方エキス軌、生薬、生物製剤（ワクチン、血液製剤等）及び承認が昭和4  

2年以前のものをいう。   2㈲ア） 
施設類型別 医療費における薬剤費比率  

施設類型   平成16年度  平成1丁年度  平成18年度  平成19年度  平成20年度   

平成15年度DPC対象病院（82病院）   17，2％  17．2％  16．1％  16．0％  15．5％   

平成16年度DPC対象病院（62病院）   14・P％  13．7％  12．5％  12．5％  12．0％   

平成18年度DPC対象病院（之16病院）  14．1％  12．4％  12．3％  11．8％   

平成20年虔DPC対象病院（358病院）  13．6％  13．8％  12．0％   

平成柑年度DPC準備病院（704病院）  13，6％  12．8％   

平成20年度DPC準備病院（137病院〉  12．6％   

総計   15．8％  15．3％  13．8％  13．8％  12．8％   

※平成19年度DPC準備病院には平成20年度DPC対象病院に参加しなかった平成18年度DPC準備病院  

13病院を含む。  
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ることとする。   

④ 調整係数の廃止に伴う新たな機能評価係数等を検討するための調査及  

び調査結果に基づいた詳細なデータ分析等を行う。   

⑤ DPC制度の在り方について、DPCによる医療の標準化や医療の質  

の向上など、より総合的な視点からの検証・分析を行うため、必要な調  

査についての検討を行う。   

イ 医療機関からの意見交換（ヒアリング）について  

当調査を補完し、適切な算定ルールの構築等について検討するため、平成   

20年度と同様にDPC評価分科会において、調査内容に基づいた意見交換   

（ヒアリング）を行う。  

その他、適切にデータを提出できず、データの質に重大な疑問等があった   

場合には、DPC評価分科会において、その原因等について調査を行う。  

この際、データが不適切であると考えられる場合には、何らかの措置を講   

じるようなルール作りの可能性も含めて、引き続き調査を実施する。  

り 調査対象の医療機関  

現在のDPC対象病院及びDPC準備病院に加え、DPC対象病院となる   

希望があり、以下の基準を満たす医療機関についても、新たにDPC準備病   

院として平成21年度調査の対象とする。  

○ 当調査へ参加することができる病院の基準  

① 看護配置基準が10対1以上である一般病棟を有する急性期病院で  

あること。  

※10対1以上を満たしていない病院については、満たすべく計画を  

策定すること。  

② 診療録管理体制加算を算定している、又は、同等の診療録管理体制を  

有すること。  

③ 標準レセ電算マスターに対応したデータの提出を含め「7月から12  

月までの退院等患者に係る調査」に適切に参加できること。  

※ 中医協・基本問題小委員会における、DPC対象病院及び準備病院の  

基準についての詩論により、今後見直しの可能性がある。  

①   

平成21年度におけるDPCに関する調査（案）について  

1 平成20年度調査の概要   

DPC導入の影響評価を行うために、診断群分類の妥当性の検証及び診療内  

容の変化等を評価するために調査を行った。   

調査の結果は、診断群分類毎の平均在院日数が減少傾向にある中、重症度の  

高い患者を避けるような傾向は見られておらず、診療内容に悪影響は認められ  

ないものと考えられる。   

一方、これまで増加傾向にあった再入院率については、19年度も引き続き  

増加傾向がみられたが、その多くは、化学療法・放射線療法によるものであっ  

た。また、平成20年度改定において、同一疾患での3日以内の再入院につい  

ては、1入院として扱うように算定ルールを見直したところであるが、今回の  

調査では3日以内の再入院の割合が減少していた。  

2 平成21年度調査について  

（1）診断群分類の妥当性の検証及び診療内容の変化等、DPC導入の影響を評   

価すること  

（2）DPC制度の在り方や調整係数の廃止に伴う新たな機能評価係数等を 検   

討すること  

等を目的とした調査内容とする。   

なお、当該調査のデータは、診療報酬の点数を設定する上で基本となるデー  

タであり、DPC制度の根幹に関わるものであることから、一層のデータの質  

の向上等を図る。  

ア 具体的な調査内容等について   

① これまでと同様に、DPCの影響評価のための基礎的な調査として、7  

月から12月までの退院患者に係る調査とする。  

なお、今年度においても急性期入院医療に係るデータを収集する目的か  

ら、一般病棟からそれ以外の病棟へ転棟した時点でもデータの提出を求め  

ることとする。   

② 再入院の動向については、平成20年度改定において、同一疾患での3  

日以内の再入院については、1入院として扱うように算定ルールを見直し  

たところであり、再入院調査として引き続き調査する。   

③ 適切なデータを提出できるよう、データの質を確保するための取組を図  
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（3）診断群分類点数表について  

DPCの診断群分類点数表は、全DPC対象病院のデータを元に  

計算しているため、診療報酬改定時以外に、参加又は退出する医療  

機関が多くあった場合、この元となるデータが大幅に変化する可能  

性がある。  

（4）患者等への周知  

支払制度の変更が頻繁に行われると、患者や関係者等の混乱を生  

じる可能性がある。   

3．論点   

（1）参加のルール（DPC対象病院の基準）について  

以前から議論されているデータ提出の通年化等も考慮し、基準の  

見直しを行う必要はないか。  

（2）退出のルールについて  

① 自主的退出のルールについて  

DPC退出後の医療の質に係る影響評価や、今後のDPC制度  

の円滑な運営のため、病院から退出する理由の確認を行った上で、  

退出後もデータ提出を求めるべきか。  

② その他  

入院基本料以外の基準を満たさなくなった場合についても、D  

PC対象病院からの除外を検討するべきか。  

（3）参加及び自主的退出の時期について  

データの取’り扱い（調整係数及び診断群分類点数表）や、患者等  

への周知等の課題について考慮し、適切な参加及び自主的退出の時  

期について、どのように考えるべきか。  

（4）再参加について  

強制的又は自主的に退出した医療機関が、再度DPCへ参加する  

ことを希望した場合、再参加を認めるべきか。もし、再参加を認め  

ることとした場合、どのようなルールで認めるべきかい  

※ なお、特定機能病院については、閣議決定により、包括評価を実施すること  

が定められている。  

DPC対象病院への参加及び退出のルールの検討  

1．現状  

（1）DPC対象病院への参加のルール  

DPC対象病院の基準を満たした病院で、DPCに参加の意思が  

あること。  

※ 平成20年度DPC対象病院の基準（別紙）  

（2）DPC対象病院からの退出のルール  

平成20年度以降に入院基本料の基準を満たせなくなった病院に  

ついては、再び要件を満たすことができるか判断するため、3か月間  

の猶予期間を設け、3カラ月を超えても要件を満たせない場合はDPC  

対象病院から除外する。  

（3）その他  

ア．現在の診断群分類点数及び調整係数については、DPC対象病  

院から提出される2年間（10ケ月分）のデータ（以下、「DPC  

データ」）を用いて計算している。  

イ．DPC対象病院lキついては、厚生労働大臣告示において、病院  

名及び調整係数を示している。   

2．課題   

（1）調整係数等について  

調整係数は、過去2年間のデータを用いて計算するため、改定時  

以外にDPCへの参加を認めれば、改定前彼の一部の項目や点数の  

異なるデータを用いて、計算しなければならない。  

さらに平成22年度改定より、調整係数を段階的に廃止するとと  

もに新たな機能評価係数を設定することとなっており、改定前後に  

おけるこれらの案分等の計算が非常に複雑になる。  

（2）正確なデータの提出について  

新たな機能評価係数の候補の中には、詳細なDPCデータを元に  

計算する指数も考えられており、正確なデータを提出する必要性が  

ますます高まっている。  

1  



（3）参加及び自主的退出の時期について   

ア 参加は、改定が行われる年度当初についてのみ認めることとし  

てはどうか。   

イ 自主的退出は、改定が行われる年度の前年度末についてのみ認  

めることとし、その意志は6カ月以上前までに示さなければなら  

ないこととしてはどうか。   

（4）再参加について   

ア 再参加を希望する場合は、再度2年間の準備期間を経過した病  

院であって、他の基準を満たしていれば、認めることとしてはど  

うか。   

4．たたき台案  

（1）参加のルール（DPC対象病院の基準）について  

ア 現行では、「診療録管理体制加算を算定している、又は、同等の  

診療録管理体制を有すること。」とあるが、「診療録管理体制加算  

を算定していること」と変更してはどうか。  

イ 「適切なコーディングに関する委員会の設置」については、D  

PC対象病院の基準とし、DPC準備病院に対しても、当該委員  

会の設置及び年に2回の開催を求めてはどうか。  

ウ データ提出の通年化が実施された場合には、それに合わせて（デ  

ータ／病床）比の基準等についての検討を行うこととしてはどう  

か。  

エ 準備病院となった段階で、当該医療機関が「今後DPC対象病  

院となる可能性がある」旨を患者に周知することとしてはどうか。  

（2）退出のルールについて  

① 自主的退出のルールについて  

ア 退出する場合には、その理由等について届け出ることとし、  

その内容については、事務局よりDPC評価分科会に報告する  

こととしてはどうか。  

イ 退出彼の影響についても評価するため、次期改定までの間は  

引き続きデータ提出をすることとしてはどうか。  

② その他  

ア 入院基本料以外のDPC対象病院の基準についても、満たさ  

．なくなった病院は、DPC対象病院から除外することとしては  

どうか。  

なお、「診療録管理体制加算」及び「データの提出」に係る基  

準については、入院基本料の場合と同様に、一定の猶予期間を  

設け（この間はマイナスの機能評価係数を設定）、猶予期間を超  

えてもなお、要件を満たせない場合には、DPC対象病院から  

除外することとしてはどうか。  

イ 特定機能病院については除外できないので、猶予期間の措置  

（マイナスの機能評価係数）が継続することとしてはどうか。  

ウ 退出後の影響についても評価するため、次期改定までの間は  

引き続きデータ提出をすることとしてはどうか。  
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DPC対象病院の基準について  
DPC対象病院への参加及び退出のルールについての  

DPC評価分科会での主な意見  
第1 対象病院及び対象患者   

1 対象病院   

（1）（略）   

（2）対象病院は、以下の基準を満たす病院とする。  

① 一般病棟入院基本料二特定機能病院入院基本料（一般病棟に限  

る）、専門病院入院基本料について、7対1入院基本料又は10対  

1．入院基本料に係る届出を行っていること。  

ただし、平成20年4月1日以降に新たに当該入院基本料の基準  

を満たさなくなった病院については、再び要件を満たすことができ  

るかどうかについて判断するため、3か月間の猶予期間を設け、3  

か月を超えてもなお、要件を満たせない場合には、DPC対象病院  

から除外する。   

② 診療録管理体制加算を算定している、又は、同等の診療録管理体  

・ 制を有すること。   

③ 標準レセプト電算処理マスターに対応したデータの提出を含め  

「7月から12月まで の退院患者に係る調査」に適切に参加でき   

ること。   

④ 上記③の調査において、適切なデータを提出し、かつ、2年間（1  

0ケ月）の調査期間のl（データ／病床）比が8．75以上であるこ  

と。  

ただし、平成20年3月31日時点において、既に対象病院とな  
っている病院については、当分の間、なお従前の例によや。  

第2～第3（略）  

第4 その他   

1γ2（略）   

3 適切なゴーディングに関する委員会の設置  

対象病院においては、院内で標準的な診断及び治療方法の周知を徹  

底し、適切なコーディング（適切な診断を含めた診断群分類の決定  

をいう。）を行う体制を確保するため、責任者を定めるとともに、  

診療部門、薬剤部門、診療録情報を管理する部門、診療報酬の請求  
事務を統括する部門等に所属する医師、薬剤師及び診療記録管理者  

等から構成される委員会を設置し、少なくとも年に2回は当該委員  

会を開催すること。   

出典：「厚生労働大臣が指定する病院の病棟における療養に要する費用の額の算定方法等の施  
行に伴う実施上の留意事項について」（平成20年3月19日保医発第0319002号）  

1， 総論   

① 医療機関が自ら手上げしてDPCに参加したのに、自主的に退出   

するルールを作る必要があるの・か。   

② 医療機関の地域医療における役割が変わった等により、自主的に   

退出できる仕組みを作ることは必要。   

2．個別のルールについて  

（1）退出のルールについて   

① DPCから退出後の影響調査のためにも、退出後もデータ提出  

を求める必要があるのではないか。  

② 退出後もデータ提出を求めるのは、退出する医療機関にとって  

は負担になるのではないか。   

③ 退出後のデータ提出は、医療機関の動機付けを考えると、精度  

が保てるのか、不安である。   

（2）参加及び自主的退出の時期について   

① DPCでは、データをもとに診断群分類毎の点数が決められて  

おり、安易な退出を認めれば、制度がゆがみかねない。   

② 参加については改定の年度毎でよいが、外科医が皆辞めてしま  

う等で、急性期医療が提供できなくなった場合には、改定の年度  

以外でも退出を認めるべきではないか。   

③ 自主的退出の時期について、「6カ月前までに示さないといけ  

ない」とすると、改定後の診療報酬の全容が分かる前に、自主的  

退出を判断しなければならないこととなる。   

④ 医療機関がどちらの制度が儲かるかを選ぶような印象を与え  

るルールは好ましくないのではないか。   

（3）再参加について   

（D 再参加の際には、退出時の理由を勘案して判断するべき。   


